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1 ．はじめに

　本工事は漁港内荷捌き施設に沖合から海水を取
水利用するため、機械設備建屋を建設すると共
に、岸壁の一部（30m）を撤去し、取水管（高密
度ポリエチレン管）の水中敷設、建屋内への接
続、水中コンクリートでの巻込み、上部工迄の岸
壁復旧工事である。
工事概要
⑴　工 事 名：砂原漁港
　　　　　　　‒3.0m岸壁改良その他工事
⑵　発 注 者：北海道開発局函館開発建設部
⑶　工事場所：北海道茅部郡森町
⑷　工　　期：令和 3年 7月 2日〜
　　　　　　　令和 4年 3月22日

2 ．現場における問題点

　取水管を引込むため、既設岸壁の上部工、鋼矢
板撤去、および取水管設置深さ‒5.0mまでの床堀
が必要である。当初床堀は、‒5.0mから自然勾配
で計画されていたが、潮の干満や漁船の航跡波の
影響による浸食、重機の足場確保や作業半径が大
きくなり大型クレーンの確保等が懸念された。
　また、機械設備建屋の建設においては、当初海
側の土留め止水対策として鋼矢板を計画されてい
たが、駒ケ岳（標高1,400m）の麓に位置してい
る漁港のため、地下水の高さや湧水の影響が懸念
された。また、地下水の水質調査を行った結果、

浮遊物質量で基準値を超える結果となったことに
より、港内流入によるホタテ養殖への影響も懸念
された。試掘の結果これらの対策を必要とした。

3 ．工夫・改善点と適用結果

　取水管設置の床堀‒5.0mを確保するための対策
として、裏込に影響を及ぼさない位置に鋼矢板に
よる土留めを行い、土砂の流失等を防止した。
　また、クレーン等の重機の作業半径も22m（図‒ 1）
から12mと10m（図‒ 2）短くなり、作業効率が
良くなると共に、安全面や経済面においても効果
を発揮した。

　床堀地山勾配 1： 2でクレーン作業半径が22m
程度必要。
　裏込石の法尻に鋼矢板を打ち込みクレーン作業
半径を12m程度にする。
　機械設備建屋の対策としては、全周をⅣ型鋼矢
板自立式で土留め・止水（図‒ 3）することで、
地下水や湧水に効果を発揮し、かつクレーンの作
業半径も短くなり、作業効率等に貢献することが
できた。

図‒ 1 　当初（構造物設置時）断面図
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　また濁水ろ過処理と濁水防止対策に高性能小型
濁水処理機を設置し、所定の工期内に竣工するこ
とが出来た。今回使用した濁水ろ過システムは環
境配慮型水処理システム中でも小型水処理機であ
り主に道路工事の橋台や橋脚の基礎掘削時の排
水、トンネル工事の掘削時の湧水や掘削ズリから
の排水、浚渫工事のなどの厳しい排水基準にも対
応している処理システムある。送水された濁水
（原水）凝集剤添加から攪拌・沈降・処理水及び
汚泥排出までを一貫して行う処理システムとなっ
ており、高い処理効果を発揮し、30 〜 90t/hの濁
水を処理することが出来る。
　また、環境にも配慮しCO2を大幅に削減したも
のとなっている。中性無機系凝集剤（珊瑚、貝
殻、海藻類など天然鉱物の化石粉末主原料とする
凝集剤）を濁水に添加することにより、汚れを吸
着する物質、沈殿を促進する物質など数種類の天
然鉱物配合した粉体で、濁水中に浮遊する「汚れ
粒子」の間に入り、速やかに凝集・沈降させ清澄
水とスラッジに分離することができる。一般排水
基準の有害物質の28項目及びその他の項目12項目
を試験採取した後、ろ過システムを使用し作業に
あたった。水質管理基準に上記システムにてろ過
することにより漁業者の養殖施設への対応も問題
なく工事を進めることができた。

4 ．おわりに

　工期は 7月 2日から 3月22日までであり10月中
旬より漁期繁忙期と重なるため、漁船の荷揚げや
係船に多大な影響を及ぼすことが懸念された。工
事場所は漁業組合の出荷施設に隣接しており、大
型トラック等の出荷搬出入に支障をきたす恐れも
あった。これらの作業等に影響を及ぼさないよう
工事を円滑に施工することが重要条件であり、ま
た‒10度以下にもなる寒冷地での冬季施工におけ
る品質の確保も重要であった。発注者との協議の
もと、変更協議も適時進めることができ、漁業関
係者には多大なご協力を頂き、無事故で工期内に
終えることができた。
　最後に、工事に協力いただきました漁業関係者
の方々、並びに協力業者の皆様方に誌上をお借り
して感謝いたします。

図‒ 3 　鋼矢板土留による止水（機械設備建屋）

図‒ 2 　鋼矢板土留による断面図
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